
［１－Ｘ－０１］バスの乗り方教室 
 

分類 TDM（交通需要マネジメント） 

細分類 その他 

実施主体 バス事業者 

実施時期

（期間） 
平成 26 年より実施 

対象地域 小田原市 

実施段階 本格実施 

実施目的 
市内小学生に対し、乗降体験や講義を通じて、路線バスの存在や必要性を認識してもらうととも

に、交通安全やマナーなどについて楽しく学んでもらい、バス利用促進を図る。 

コスト及び

財源 
なし 

実施概要 

【実施内容】 

・運転席からの死角体験 ・乗降体験（バス停での待ち方、整理券の取り方、運賃支払い方等）  

・車いす乗車見学 ・運転士の一日学習 

 

【実績】 

 対象学校数 

平成 26 年度 １ 

平成 27 年度 ２ 

平成 28 年度 ２ 

平成 29 年度 ４ 

平成 30 年度 ３ 

平成 31 年度 ３ 

令和２年度 ０※ 

令和３年度 １ 

令和４年度 ４ 

令和５年度 ２ 

※令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により全校中止 

実施結果 バス利用等に対する意識づけを図ることができた。 

その他 

課題等 
－ 

類似事例 － 

連絡先 
小田原市都市部地域交通課 

0465-33-1405（直通） 

備考 
小田原市ホームページ 

https://www.city.odawara.kanagawa.jp/municipality/c-planning/traffic/bus_t/rosen/p33193.html 
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［１－Ｘ－０２］バスの乗り方教室 
 

分類 TDM（交通需要マネジメント） 

細分類 その他 

実施主体 
神奈川中央交通株式会社 

伊勢原市 

実施時期（期

間） 
平成３０年度から 

対象地域 伊勢原市 

実施段階 本格実施 

実施目的 

市内児童を対象に、路線バスの利用方法等の体験学習を通じて、交通安全への理解を深める

とともに、「地域」や「社会」を学び、路線バスを身近に感じてもらうことで、利用機会の増

加及び将来の移動手段の一つとして自然に選択するような意識の醸成を図っていくことを目

的とする。 

コスト及び

財源 
なし 

実施概要 

神奈川中央交通伊勢原営業所と連携し、バスの乗り方教室を実施する。 

 

１ 実施実績 

  平成 30 年度 ３校（児童１８７名） 

  令和元年度  ２校（児童１２２名） 

  ※令和２年度以降は、新型コロナウイルスの影響により中止 

 

２ 主な内容 

 

      ペットボトルドア挟み体験            乗車体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死角体験                 急ブレーキ体験 
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実施結果 
路線バスの利用方法等の体験学習を通じて、バス交通を日常の移動手段として自然に選択で

きるよう意識の醸成を図ることができた。 

その他 

課題等 
― 

類似事例 ― 

連絡先 
伊勢原市都市部都市政策課 

0463-94-4739（直通） 

備考 
 

 

 

65


